




Induction of osteoblastic differentiation from neural crest-derived 




PLoS One (投稿中) 
 












ーターにより Cre リコンビナーゼを発現する P0-Creマウスと，CAGプロモ








培養 14 日後には 95％以上に達した．増殖した GFP 陽性細胞の 76.2%が間
葉系幹細胞マーカーである PDGFRα,Sca-1 を発現していることがフロー
サイトメトリー解析により確認された．GFP陽性細胞は p75 などの神経堤
細胞関連遺伝子を発現していたが，骨芽細胞分化誘導用培地中で培養する
と p75の発現が低下し，アルカリホスファターゼ，オステリクス，オステ
  
オカルシンなどの骨芽細胞関連遺伝子の発現が上昇した．β-グリセロリ
ン酸，アスコルビン酸およびデキサメタゾンの添加は石灰化物産生を促進
した．また，活性型ビタミン D の添加により破骨細胞分化誘導因子（RANKL）
の発現が上昇し，骨髄細胞との共存培養系で破骨細胞分化を誘導した． 
 
【結論】成体マウス毛包内に存在する神経堤由来幹細胞は高い増殖活性と
骨芽細胞への分化能をもち，骨再生医療の有用な細胞ソースとなりうるこ
とが示唆された． 
